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久呂保村と糸之瀬村が合併し、昭和村が誕生して50年。
群馬交響楽団による記念コンサートが11月２日、昭和

中学校体育館で行われました。
村のコーラスグループ「コーラス・アンダンテ」が群

響の演奏で「ハッピーバースデー」を合唱。村の誕生50
年を祝いました。(関連は４～５ページ）
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昭
和
村
合
併
50
周
年
記
念
式
典

が
11
月
１
日
、
村
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
村

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
や

一
般
招
待
者
お
よ
そ
300
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
加
藤
秀
光
村
長
が

「
昭
和
村
は
こ
の
50
年
間
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
力
強
く
前
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で

村
を
支
え
て
き
た
諸
先
輩
方
の
努

力
と
郷
土
愛
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
式
辞
。
次
い
で
治
田

貞
賢
村
議
会
議
長
が
「
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
、
行
政
と
村
民
が
一

致
協
力
し
て
、
新
た
な
村
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

功
労
表
彰
で
は
、
各
分
野
で
村

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
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功
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保
健
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加
藤
敬
一
（
中
内

出
）、
古
澤
昇
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
堤
康
泰
（
森
下
中
）、
藤
井

作
（
藤
井
）、
新
木
一
雄
（
南
部
）、
林
謙
藏
（
滝
久
保
）、
横
坂
正

章
（
大
堀
）、
遠
藤
信
藏
（
吹
張
）、
後
藤
忠
彦
（
滝
寺
）、
林
幸
美

（
生
越
）、
竹
之
内
章
（
伏
田
）、
横
坂
幸
也
（
大
堀
）、
関
上
正
雄

（
森
下
下
）、
石
井
清
司
（
南
内
出
）、
保
坂
　
次
（
鎌
沢
）
星
野

司
（
宮
貝
戸
）、
諸
田
富
美
雄
（
入
原
上
）、
加
藤
寛
（
常
木
）、
諸

田
正
夫
（
森
下
中
）、
根
岸
哲
之
祐
（
池
原
）、
飯
塚
勝
二
（
常
木
）、

�
澤
安
治
（
池
原
）、
松
井
源
之
助
（
滝
寺
）

〔
社
会
福
祉
功
労
〕
…
加
藤
春
夫
（
宿
）、
後
藤
金
松
（
大
河
原
）、

吉
良
保
（
赤
城
原
第
二
）、
武
田
淳
一
（
三
ツ
谷
）、
高
橋
雅
俊

（
入
原
上
）、
堤
和
夫
（
松
ノ
木
平
第
一
）、
横
坂
菊
子
（
田
岸
）、

吉
野
拓
士
（
中
野
上
）、

田
豊
子
（
鎌
沢
）、
加
藤
英
子
（
中
内

出
）、
今
�
憲
雄
（
滝
久
保
）、
保
坂
明
宏
（
赤
谷
）、
中
村
真
一

（
入
原
上
）、
堤
薫
（
森
下
中
）、
�
�
信
雄
（
入
原
上
）

〔
保
健
衛
生
功
労
〕
…
堤
好
雄
（
入
沢
）、
山
後
　
樹
（
吹
張
）、
渡

健
一
郎
（
吹
張
）、
柄
澤
英
一
（
大
堀
）、
今
成
亮
（
常
木
）、
柄

澤
進
二
（
森
下
下
）、
堀
澤
進
（
入
原
下
）、
根
岸
袈
裟
夫
（
池
原
）、

塚
本
　
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
根
岸
ア
イ
子
（
池
原
）、
林
八
重
子

（
池
原
）、
後
藤
洋
子
（
滝
寺
）、
林
タ
マ
（
生
越
）、
加
藤
久
美
子

（
常
木
）、
加
藤
綾
子
（
宿
）、
飯
塚
ソ
ノ
（
入
沢
）、
星
野
　
美
子

（
宮
貝
戸
）、
倉
澤
夏
江
（
根
岸
）、
関
上
光
子
（
森
下
下
）、
阿
部

須
美
江
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
吉
澤
清
子
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
町
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自治功労を代表して表彰状を受け取る林秀英前村長

労
22
人
、
産
業
振
興
功
労
28
人
、

消
防
交
通
功
労
24
人
、
教
育
文
化

功
労
15
人
、
地
域
づ
く
り
功
労
13

人
、
特
別
功
労
12
人
の
、
計
171
人

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
後
、
�
田
侃
男
教
育
長
が

昭
和
33
年
の
合
併
か
ら
現
在
ま
で
、

村
の
50
年
間
の
歩
み
を
紹
介
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
ン

ド
リ
ン
る
ば
ん
が
の
演
奏
で
、
会

場
全
体
が
「
昭
和
音
頭
」
を
合
唱
。

ま
た
、
坂
東
富
三
裕
（
竹
之
内
み

ち
江
）
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
金
子
松
二
郎
村
議
会
副

議
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
、
式
典

が
閉
幕
し
ま
し
た
。

マンドリンるばんがの見事な演奏

昭和村合併50周年記念行事

国 勢調査で見る
昭和村の推移

田
美
惠
子
（
長
者
久
保
）

〔
産
業
振
興
功
労
〕
…
加
藤
芳
夫
（
常
木
）、
関
上
勉
（
森
下
下
）、

真
下
泰
治
（
森
下
上
）、
竹
之
内
泰
雄
（
根
岸
）、
横
坂
準
一
郎

（
田
岸
）、
兵
藤
貞
夫
（
三
ツ
谷
）、
加
藤
義
則
（
宿
）、
綿
貫
民
男

（
森
下
中
）、
嶋
本
暢
一
（
赤
城
原
第
一
）、
金
井
正
夫
（
南
部
）、

堤
盛
吉
（
森
下
中
）、
石
井
一
雄
（
追
分
）、
大
竹
万
平
（
中
野
上
）、

綿
貫
良
雄
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
加
藤
英
一
（
宿
）、
諸
田
久
（
永

井
上
）、
根
岸
満
雄
（
池
原
）、
加
藤
俊
夫
（
吹
張
）、
中
村
正
博

（
赤
城
原
第
二
）、
�
�
寛
（
大
河
原
）、
林
正
行
（
生
越
）、
飯
塚

正
次
郎
（
滝
寺
）、
加
藤
美
昭
（
森
下
中
）、
�
橋
　
三
（
赤
谷
）、

中
里
信
幸
（
松
ノ
木
平
第
二
）、
角
田
丈
久
（
南
部
）、
小
野
一
男

（
南
内
出
）、
石
井
敬
治
（
上
内
出
）

〔
消
防
交
通
功
労
〕
…
星
野
吉
一
（
長
者
久
保
）、
眞
下
亀
作
（
森

下
中
）、
林
祐
司
（
生
越
）、
倉
澤
憲
治
（
根
岸
）、
林
公
男
（
大
堀
）、

木
村
恵
一
（
赤
城
原
第
一
）、
小
野
誠
（
南
内
出
）、
関
上
博
之

（
藤
井
）、
諸
田
三
郎
（
永
井
上
）、
青
木
真
二
（
入
原
上
）、
金
井

宏
（
鎌
沢
）、
七
五
三
木
清
（
赤
城
原
第
二
）、
林
新
一
（
生
越
）、

高
橋
由
美
子
（
宿
）、
加
藤
久
俊
（
宿
）、
横
坂
久
雄
（
田
岸
）、
林

博
美
（
中
野
上
）、
加
藤
和
美
（
中
宿
）、
竹
内
昭
彦
（
藤
井
）、
林

香
（
北
部
）、
竹
澤
光
男
（
滝
久
保
）、
小
林
孝
一
郎
（
松
ノ
木
平

第
二
）、
堤
錦
之
輔
（
入
原
下
）、
関
上
毅
（
森
下
下
）

〔
教
育
文
化
功
労
〕
…
�
田
勝
美
（
南
部
）、
吉
澤
安
太
郎
（
中
野

下
）、
林
良
昭
（
池
原
）、
石
坂
明
夫
（
宿
）、
林
嘉
則
（
大
堀
）、

竹
内
惣
兵
衛
（
宮
貝
戸
）、
竹
之
内
み
ち
江
（
吹
張
）、
諸
田
義
幸

（
入
沢
）、
七
五
三
木
要
七
（
宮
貝
戸
）
杉
木
哲
二
（
田
岸
）、
林
精

一
郎
（
宿
）、
中
島
芳
明
（
藤
井
）、
保
坂
秀
登
（
赤
谷
）、
須
藤
澄

子
（
中
宿
）、
竹
内
幸
雄
（
赤
城
原
第
二
）

〔
地
域
づ
く
り
功
労
〕
…
塩
野
勲
（
中
野
上
）、
昭
和
村
村
づ
く
り

協
力
委
員
会
、
昭
和
村
に
花
火
を
上
げ
る
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
流

の
会
、
狩
野
甲
馬
男
（
永
井
下
）、
稲
垣
榮
男
（
森
下
上
）、
萩
原

勝
彦
（
三
ツ
谷
）、
熊
谷
忠
雄
（
生
越
）、
熊
谷
誠
（
生
越
）、
林
雄

一
（
生
越
）、
町
田
義
賀
（
長
者
久
保
）、
須
藤
潤
一
郎
（
赤
城
原

第
一
）、
諸
田
　
五
郎
（
赤
城
原
第
一
）

〔
特
別
功
労
〕
…
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
（
株
）、（
株
）
日
立
金
属
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
、
駒
橋
正
敏
（
茨
城
県
）、
森
田
均
（
前
橋
市
）、
堤

貞
夫
（
千
葉
県
）、
萩
原
銀
治
（
滝
寺
）、
林
英
一
郎
（
滝
久
保
）、

林
よ
　
み
（
池
原
）、
関
谷
恭
亮
（
千
葉
県
）、

澤
政
二
（
鎌
沢
）、

小
方
か
つ
（
川
場
村
）、
川
井
由
癸
子
（
東
京
都
）
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50 周 年
記念

コンサート

司会を務めた須磨さん ウアス・ボーラー、清美ヘルムス両氏の連弾 コンサートは会場を埋め尽くす来場者で大盛況

昭
和
村
誕
生
50
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
11
月
２
日
、
昭
和
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
を
愛
す
る
工
藤
真

理
子
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
が

「
村
の
50
周
年
の
記
念
に
何
か
お

手
伝
い
で
き
な
い
か
」
と
村
に
提

案
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
支
援
・

協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

群
馬
交
響
楽
団
を
迎
え
て
行
わ

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
ド
イ
ツ

で
活
躍
し
て
い
る
指
揮
者
ウ
ア

ス
・
ボ
ー
ラ
ー
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
清
美
ヘ
ル
ム
ス
さ
ん
が
こ
の

日
の
た
め
に
来
日
。
司
会
を
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
須
磨
佳
津

江
さ
ん
が
務
め
た
ほ
か
、
村
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
コ
ー
ラ
ス
・

ア
ン
ダ
ン
テ
が
歌
声
を
披
露
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
50
年
前
世
界
一
周

早
周
り
の
世
界
記
録
を
達
成
し
た

兼
高
か
お
る
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し

て
来
場
。
会
場
に
は
お
よ
そ
１
、

０
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
盛
大
な

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

開
演
の
冒
頭
、
群
馬
交
響
楽
団

演
奏
に
乗
せ
て
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン

ダ
ン
テ
が
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
」
を
熱
唱
。
村
誕
生
50
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ウ
ア
ス
・

ボ
ー
ラ
ー
さ
ん
の
指
揮
で
群
馬
交

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

村
の
誕
生
50
周
年
を
祝
い
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜

〜
１
、０
０
０
人
を
魅
了
し
た
群
響
の
調
べ
〜
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昭和村合併50周年記念行事

来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団来場者を魅了した群馬交響楽団

響
楽
団
が
ビ
ゼ
ー
作
「
カ
ル
メ
ン
」

な
ど
７
曲
を
演
奏
。
来
場
者
は
フ

ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
調
べ
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー

ラ
ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ
が
、
清
美
ヘ

ル
ム
ス
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
乗

せ
て
１
、
０
０
０
人
の
来
場
者
と

一
緒
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱

し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
「
ラ
デ
ツ
キ

ー
行
進
曲
」
が
始
ま
る
と
会
場
が

一
体
と
な
り
、
演
奏
が
終
わ
っ
て

も
拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
会
場
入
口
に
募
金

箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、52
万
６
、

７
０
３
円
の
寄
附
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
浄
財
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

コーラス・アンダンテが昭和時代の歌を熱唱

コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ

は
、
観
客
と
一
緒
に
歌
を
楽
し

む
、
千
人
の
大
合
唱
を
目
指
し

今
年
の
２
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

今
回
の
出
演
は
、
村
か
ら
依

頼
が
あ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
。

間
近
で
体
感
し
た
群
響
の
演

奏
は
す
ば
ら
し
く
、
共
演
で
き

た
こ
と
は
今
で
も
夢
を
見
て
い

る
よ
う
な
気
分
。
本
当
に
良
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
村
は
ス
ポ
ー
ツ
・
消
防

団
の
活
動
が
活
発
な
村
。
さ
ら

に
、
文
化
面
に
も
力
を
入
れ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
村
が
昭
和
時
代
の
良
い
雰
囲

気
を
残
し
つ
つ
、
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン

ダ
ン
テ
で
は
、
昭
和
時
代
の
歌

を
歌
い
継
ぎ
、
村
の
良
い
と
こ

ろ
を
歌
と
い
う
か
た
ち
で
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て

コーラス・アンダンテ代表

堤
つつみ

泰
やす

洋
ひろ

さん

タクトを振るウアス・ボーラーさん

清美ヘルムスさんによるピアノ演奏
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第
11
回
昭
和
の
秋
ま
つ
り
が
10

月
５
日
、
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

来
場
者
は
過
去
最
高
と
な
る
、

お
よ
そ
１
万
８
千
人
。
ま
つ
り
の

名
物
５
千
食
分
の
こ
ん
に
ゃ
く
大

鍋
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
３
時

間
た
ら
ず
で
空
っ
ぽ
に
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
ゴ
ー
オ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
や
生
越
太
鼓
の
演

奏
、
村
出
身
の
演
歌
歌
手
白
咲
ゆ

り
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
も
ち
投

げ
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、

こ
ん
に
ゃ
く
積
み
や
輪
投
げ
、
も

ち
つ
き
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

横
浜
中
華
街
の
本
格
中
華
ま
ん
じ

ゅ
う
や
手
打
ち
そ
ば
が
味
わ
え
る

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

屋
内
運
動
場
で
は
、
タ
カ
ラ
ト

ミ
ー
㈱
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ

ー
や
リ
カ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ー
が
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
に
。

来
場
者
は
、
終
日
に
ぎ
わ
う
イ

ベ
ン
ト
で
、
昭
和
の
秋
を
満
喫
し

ま
し
た
。

上手に積めるかな？（こんにゃく積み）毎年大盛況のもち投げ

会場には過去最多の18,000人が来場した

横浜市が開港150周年をPR

マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場マスコットキャラ「たねまる」も来場

世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん世界卓球のPRにかけつけた渋谷さん

昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん昭和中卓球部員を指導する渋谷さん

来
年
の
横
浜
港
開
港
150
周
年
と
、

こ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
世
界

卓
球
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
卓
球
の
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
で
世
界

卓
球
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
の
渋
谷
浩
さ
ん
が
来
場
。
昭

和
中
卓
球
部
の
生
徒
ら
を
対
象
に

卓
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋まつりの代名詞5,000食分のこんにゃく大鍋

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

１
８
、０
０
０
人
が
来
場

村
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

第11回 昭和の秋まつり



(

財)

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す

る
、
第
21
回
全
国
消
防
操
法
大
会

が
10
月
12
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
消
防
団
第
９
分
団
は
群
馬
県

代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出

場
。
見
事
10
位
に
入
賞
し
、
優
良

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法
大
会
は
、
有
事

に
即
応
し
た
消
防
技
術
の
向
上

と
、
消
防
団
員
の
志
気
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
に
１

度
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会
で
す
。

第
９
分
団
は
８
月
に
行
わ
れ
た

県
大
会
・
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝

し
、
群
馬
県
代
表
と
し
て
こ
の
大

会
に
出
場
。
ポ
ン
プ
車
の
部
で
24

団
体
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
23
団

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ン
プ
操
法
の

技
術
の
高
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

第
９
分
団
は
、
24
団
体
中
３
番

目
に
登
場
。
最
初
に
操
法
を
行
っ

た
岡
山
県
代
表
の
和
気
町
が
190
点

と
い
き
な
り
高
得
点
を
上
げ
る
な

か
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け

す
ば
ら
し
い
操
法
を
披
露
。
182
点

と
い
う
高
得
点
で
見
事
に
10
位
に

入
賞
、
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮

者
…
後
藤
信
行
、
１
番
員
…
新
井

俊
治
、
２
番
員
…
吉
澤
哲
也
、
３

番
員
…
星
野
元
春
、
４
番
員
…
後

藤
貴
、
補
助
員
…
石
井
久

7

見事10位に入賞した第９分団

第21回 全国消防操法大会

消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん消防協会片山虎之助会長から表彰状を受け取る指揮者の後藤信行さん大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露大会ではすばらしいポンプ操法を披露

選手の健闘をたたえ行われた胴上げ

団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ団員一丸となっていざ本番へ

やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!やったぞ!!

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

第
９
分
団
全
国
大
会
で

10
位
入
賞

藤森工業㈱が事業所の一部を開放

従業員の前でポンプ操法を披露

藤
森
工
業
㈱
が
全
国

大
会
に
出
場
す
る
第
９

分
団
に
「
練
習
に
活
用

し
て
」
と
、
昭
和
事
業

所
内
の
一
部
を
練
習
場

と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
に
は
壮
行

会
が
行
わ
れ
、
同
社
従

業
員
を
前
に
第
９
分
団

が
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
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安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が

で
き
る
制
度
と
し
て
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
「
農

用
地
利
用
集
積
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。こ

の
制
度
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
兼
業
化
、
作
物
の
転
換
等
に

よ
り
余
っ
た
農
地
を
貸
し
た
い
と

い
う
所
有
者
と
、
経
営
規
模
拡
大

の
た
め
農
地
を
借
り
た
い
と
い
う

農
業
者
と
の
間
に
、
農
業
委
員
会

が
入
り
貸
し
借
り
を
行
う
も
の
で

す
。こ

の
制
度
に
よ
り
行
わ
れ
る
貸

し
借
り
は
、
貸
借
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
貸

し
た
農
地
は
期
限
が
来
れ
ば
所
有

者
に
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

な
お
、
希
望
す
れ
ば
期
限
を
再

設
定
す
る
こ
と
で
、
貸
し
借
り
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
貸
し
た
人
と
借
り
た
人
の
当

人
同
士
が
合
意
す
れ
ば
、
途
中
で

解
約
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
場
合
、
要
件
を
満
た
せ
ば
貸

し
た
人
が
奨
励
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
昭
和
村
認
定
農
業
者

農
地
利
用
促
進
奨
励
金
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。（
金
額
は
別
表
）

こ
れ
は
、
借
り
る
人
が
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
経
営
耕
地
面
積
を

有
す
る
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と

が
要
件
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
人
が
途

中
解
約
し
た
場
合
、
奨
励
金
は
全

額
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
解
約
の
際
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
!?

農
用
地
利
用
集
積
制
度
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会
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会
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会
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会
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会

農
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会
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会
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会
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会
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会
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会
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会

農
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会

農
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委
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会
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委
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会

農
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会

農
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会

だ
よ
り

だ
よ
り
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り
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り
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り

だ
よ
り
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よ
り
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よ
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だ
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り

だ
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り

だ
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り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り
◎　問い合わせ　◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL 24－5111

農
業
委
員
会
の
う
ご
き

県
農
業
委
員
大
会
に
参
加

10
月
21
日
、
伊
勢
崎
市
民
文

化
会
館
に
お
い
て
、
県
内
各
地

よ
り
農
業
委
員
が
一
堂
に
会
し
、

第
54
回
群
馬
県
農
業
委
員
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
農
業
会
議
田
口
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
は
じ
ま
り
、
本
年
度

の
群
馬
県
農
業
振
興
船
津
賞
を

受
賞
し
た
太
田
市（
旧
藪
塚
町
）

の
瀬
戸
彰
司
氏
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
瀬
戸
氏
は
、
ス
イ

カ
の
接
木
栽
培
を
導
入
し
連
作

障
害
を
回
避
、
同
地
区
を
全
国

有
数
の
ス
イ
カ
の
産
地
と
し
て

広
め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
永
年
在
職
退

任
農
業
委
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
な
か
に
は
42
年
間
在
任
さ

れ
て
い
た
委
員
も
い
る
と
の
こ

と
で
、
驚
き
の
一
言
で
し
た
。

ま
た
、
「
地
域
農
業
の
振

興
・
発
展
と
食
料
自
給
率
向
上

に
関
す
る
提
案
決
議
」
な
ど
、

２
件
の
議
案
協
議
が
行
わ
れ
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
農

林
水
産
省
や
本
県
選
出
国
会
議

員
に
陳
情
し
、
実
現
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
「
農
業
・
農
政
を
取

り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
本
年
度
は

統
一
選
挙
が
あ
り
新
任
の
委
員

が
多
い
こ
と
か
ら
心
構
え
等
を

含
め
た
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
仕
事
と
し
て
「
農

業
政
策
の
確
立
に
向
け
て
意
見

の
公
表
や
建
議
及
び
諮
問
に
対

す
る
答
申
を
行
う
業
務
」
が
あ

り
ま
す
。
委
員
各
自
が
常
に
地

域
農
業
振
興
の
観
点
に
立
ち
意

見
・
知
恵
を
出
し
合
い
議
論
を

深
め
れ
ば
、
自
ず
と
委
員
会
の

活
性
化
も
図
れ
る
と
思
い
ま

す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
心
を
新
た
に
し
た
一

日
で
し
た
。

（
竹
之
内
）

認定農業者農用地利用集積促進奨励金
（10アール当たり）

詳しくは農業委員または、農業委員会事務局（電話
24－5111）までお問い合わせください。

契約期間 新規設定 再設定
６年以上

10年未満
12,000円

16,000円

6,000円

10,000円10年以上

農業委員大会の様子
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農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者

が
よ
り
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
た
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

平
成
13
年
に
抜
本
的
な
制
度
改

革
が
行
わ
れ
、
よ
り
安
心
で
有
利

な
制
度
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

農
業
者
年
金
の
新
制
度
は
積
立

方
式
で
、
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付

い
た
終
身
年
金
で
す
。
納
付
し
た

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
る
な
ど
、
税
制
面

に
お
い
て
も
大
変
有
利
に
な
っ
て

い
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
。

保
険
料

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

の
間
で
保
険
料
を
選
べ
、
い
つ
で

も
見
直
せ
ま
す
。

認
定
農
業
者
や
一
定
の
条
件
を

満
た
す
意
欲
あ
る
担
い
手
農
業
者

に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
も
あ

り
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
農
業
者
だ
け
が

加
入
で
き
る
制
度
で
す
。
制
度
の

内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
お
近

く
の
農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
農
家
の
皆
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
て
中
央
・
地
方
の
情

勢
、
営
農
や
暮
ら
し
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

発
行
日

毎
週
金
曜
日

購
読
料

１
か
月
　
６
０
０
円

（
う
ち
個
人
負
担
金
３
０
０
円
）

※
村
で
は
全
国
農
業
新
聞
の
購
読

料
に
対
し
て
、
半
額
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
（
電
話
２
４
―
５
１
１

１
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
」
と
は
、
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
の
名
簿

で
す
。

こ
の
名
簿
は
、
農
業
委
員
会
が

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
各
農
家
の

状
況
を
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
よ
り
審

査
し
、
こ
れ
を
も
と
に
選
挙
管
理

委
員
会
が
作
成
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
来
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
を
審
査
す
る
た

め
、
12
月
初
旬
に
各
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
配
布
し

ま
す
。
申
請
書
の
内
容
を
確
認
・

押
印
の
う
え
、
12
月
25
日
ま
で
に
、

区
長
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
の

は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

①
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
昭

和
村
に
住
所
を
有
す
る
人

②
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
人

③
農
業
経
営
者
で
10
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
同
居
の
家
族
で
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

本
来
な
ら
選
挙
権
を
有
す
る
人
で

あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
は
登

載
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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農業委員会では、毎月下旬に

定例総会を開催し、農地の売買

や転用などの案件について審議

を行っています。

農業委員会に提出する申請書

の締め切り日は、毎月10日

（土・日曜日、祝日にかかる場

合はその翌日）です。

また、農業振興地域からの除

外申請は年２回、５月末日と

11月末日が締め切り日です。

全
国
農
業
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ん
で
み
ま
せ
ん
か
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農
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会
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」の
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金
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

行
い
、
12
月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
農
家
の
皆
さ
ん
に
加
入
推
進
を
行
い

ま
す
。
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公表します
昭和村のバランスシート（一般会計）
○バランスシートとは

【正味資産の部】 【資産の部】から【負債の部】を差
し引いた残りで、将来に負担を残さない資金分を載せま
す。内容は、国・県からの補助金と村の自己資金（税金
等）です。一般企業では資本の部にあたります。
資産（財産）の内容
●建物、土地…『役場庁舎、保育園、福祉センター、公
民館、道路、学校等』

●その他の資産…『出資金、貸付金、積立金、預金等』
使ったお金の内容
【負債の部】…地方債（借入金）、債務負担行為、退職給

与引当金
【正味資産の部】…国・県からの補助金、税金等

○平成19年度末バランスシートでわかること

バランスシートは、一般的に企業の財務状況（資産と
債務の状況）をあらわす表をいい、「貸借対照表」とも
よばれます。
左側（借方） 【資産の部】として、基準日において村
で持っている建物や土地の固定資産、貸付金や基金（積
立金）、現金などの財産について合計額を載せます。
右側（貸方） 財産の元手になった資金を【負債の部】
と【正味資産の部】に分けて載せます。
【負債の部】 村の借入金である地方債と債務負担行為
（翌年度以降支払う義務のあるもの）、退職給与引当金
（全職員が年度末に退職するとした場合の退職金相当額）
など将来負担しなければならないものを載せます。

平成20年３月31日現在の昭和村一般会計の総資産合

計は、約186億円であり、前年度との比較では、1.6％

の減です。一方、固定負債及び流動負債の合計は約50億

７千万円で、前年度との比較では、7.0％の減です。

資産の部…有形固定資産の減価償却により約５億８千

万円の減。投資等では、赤城西麓事業基金の積み立て等

により約１億６千万円の増。流動資産では、財政調整基

金及び減債基金の積み立て等により約１億２千万円の増

となりました。また、流動資産の未収金については、地

方税が6.3％の増、その他（保育園保育料、学校給食費

等）が2.6％の増です。

負債の部…固定負債は、地方債及び債務負担行為（県

営赤城原畑総事業、国営赤城西麓土地改良事業、利根沼

田区域農用地総合整備事業）の計画的な返済により約３

億７千万円の減です。翌年度（平成20年度）償還予定額

の流動負債は、約３億８千万円の減となり、返済のピー

ク時は過ぎましたが返済計画を充分考慮しながら適切な

執行をしていく必要があります。

（１）資産の部の状況

資産の部は、有形固定資産（建物、土地）が約160億

４千万円で、資産全体の86.2％を占め、残りが基金（積

立金）、貸付金、未収入金等で約25億６千万円となって

います。

有形固定資産を行政目的別に見ると、農林水産業費関

係が約54億２千万円（有形固定資産全体の33.8％）と

最も多く、次いで教育費、土木費、総務費となります。

資産額の前年対比は、総務費、民生費、農林水産業費等

は、新規事業等があるものの、減価償却により減となり

ました。

行政目的別の有形固定資産の割合　　　　　
（昭和44年から平成19年度までの状況）

（単位：千円）

（２）負債の部の状況
負債の部では、地方債（借入金）が固定負債、流動負

債（20年度償還予定額）を合わせ約42億２千万円で負

債全体の83.1％、退職給与引当金が約８億６千万円で

16.9％となっています。

（３）正味資産の部の状況
正味資産の部では、国から約11億９千万円（8.8％）、

県より約25億円（18.5％）、一般財源（村税等）98億４

千万円（72.7％）となっています。正味資産は、将来に

負担を残さない資金をあらわしていますので、約135億

３千万円の資産が現在残っていることになります。

目的別

農林水
産業費

ほ場整備、
農産物直売所等 5,423,267 33.8

30.0

17.8

11.8

3.6

2.7

△5.1

△2.7

△2.7

△2.1

△3.4

△2.3

4,807,551

2,854,762

1,887,916

576,224

438,347

小中学校、公民館、
社会体育施設等

道路等

役場庁舎、芝生公園等

保育園、福祉センター等

消防施設、防火水槽、
ポンプ車等

教育費

土木費

総務費

民生費

消防費

内　　　　　容 資 産 額 比率
(％)

前年
対比
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※債務負担行為に係る補償等

①物件の購入等に係るもの 0 千円

②債務保証及び損失補償に係るもの 0 千円

③利子補給等に係るもの 1,112,354 千円

借　　　　　　方

〔資産の部〕
１．有形固定資産
(１) 総務費 1,887,916

(２) 民生費 576,224

(３) 衛生費 45,848

(４) 労働費 103

(５) 農林水産業費 5,423,267

(６) 商工費 0

(７) 土木費 2,854,762

(８) 消防費 438,347

(９) 教育費 4,807,551

(10) その他 7,488

計 16,041,506

（うち土地 2,019,361）

有形固定資産合計　86.2% 16,041,506

２．投資等
(１) 投資及び出資金 115,717

(２) 貸付金 766

(３) 基金

①特定目的基金 550,224

②土地開発基金 103,182

③定額運用基金 0

基金計 653,406

(４) 退職手当組合積立金 75,988

投資等合計　　　 4.6% 845,877

３．流動資産
(１) 現金・預金

①財政調整基金1,326,162

②減債基金 152,917

③歳計現金 205,461

現金・預金計 1,684,540

(２) 未収金

①地方税 21,545

②その他 7,592

未収金計 29,137

流動資産合計 9.2% 1,713,677
資　産　合　計 18,601,060

貸　　　　　　方

〔負債の部〕
１．固定負債
(１) 地方債 2,364,494

(２) 債務負担行為

①物品の購入等 0

②債務保証又は損失補償1,563,105

債務負担行為計 1,563,105

(３) 退職給与引当金 855,603

固定負債合計　　 25.7% 4,783,202

２．流動負債
(１) 翌年度償還予定額 288,037

(２) 翌年度繰上充用金 0

流動負債合計　　 1.6% 288,037

負　債　合　計 27.3% 5,071,239

〔正味資産の部〕
１．国庫支出金 1,187,746

２．都道府県支出金 2,503,086

３．一般財源等 9,838,989

正味資産合計　　 72.7% 13,529,821
負債・正味資産合計 18,601,060

(平成20年３月31日) (単位:千円)

○バランスシート作成の条件と留意点

１．国（総務省）の全国的な統一基準により作成してい

ます。

２．作成の基準日は、平成20年３月31日（平成19年度

末）です。

３．対象となる会計は、昭和村の一般会計で特別会計

（簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会

計）、土地開発公社などは入りません。

４．積み上げた基礎数値は、昭和44年度から平成19年

度までの決算統計のデータによるものです。従って

昭和43年度以前の事業費は入っていません。

５．建物の評価額は、取得当時の建設費を基準とし、国

で示した耐用年数に基づいて減価償却を行いまし

た。土地については、取得した当時のままの価格で

評価してあります。

バ ラ ン ス シ ー ト

総資産は186億円
村民１人あたりに換算すると
・資　　産　2,372千円
・負　　債　 647千円
・正味資産　1,725千円

※村民１人あたりの金額は、バランスシートの金額を基準日

（平成20年３月31日）の人口7,842人で割ったものです。
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10
月

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
・
三
ツ
谷
サ
ロ
ン
で
は
10
月

27
日
、「
お
口
の
中
を
健
康
に
」

と
、
お
口
の
講
座
を
実
施
し
ま

し
た
。

三
ツ
谷
住
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
講
座
に
は
10
人
が
参

加
。
お
口
の
体
操
、
唾だ

液え
き

腺せ
ん

の

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
歯
磨
き
の
方
法

に
つ
い
て
講
師
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

講
座
の
後
参
加
者
は
、
保
健

推
進
員
の
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
手

づ
く
り
お
や
つ
を
、
和
気
あ
い

あ
い
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

口内ケアの指導を受ける参加者

三
ツ
谷
サ
ロ
ン
で

お
口
の
健
康
講
座

「
“や
さ
い
王
国
”
昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
」

委
嘱
状
交
付
セ
レ
モ
ニ
ー
が
10
月
30
日
、
東

京
・
銀
座
の
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
（
ぐ
ん
ま
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
期
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
委
嘱
を
受
け

た
の
は
、
首
都
圏
で
活
躍
し
て
い
る
26
人
。
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
加
藤
村
長
か
ら
大
使
一
人
ひ

と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
使
を
代
表
し
て
村
出
身
で
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
の
堤
貞
夫
さ
ん
が
「
昭
和
村

の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

「
“や
さ
い
王
国
”
昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
」

は
村
出
身
も
し
く
は
村
に
縁
の
あ
る
、
ま
た
は

村
を
こ
よ
な
く
愛
し
定
期
的
に
訪
れ
て
い
る
人

が
対
象
。
村
の
魅
力
を
村
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

知
識
や
経
験
を
活
か
し

た
村
へ
の
提
言
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
内
在
住

の
大
使
へ
の
委
嘱
状

交
付
式
は
12
月
中
、
昭

和
の
森
山
荘
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

東
京
銀
座
で「
ふ
る
さ
と
大
使
」の
委
嘱
セ
レ
モ
ニ
ー

セレモニーでは大使一人ひとりに委嘱状が手渡された

水汲みマラソンで出入りの湧水池を元気良くスタートする子どもたち

追
分
・
赤
谷
両
地
区
の
農
業
後
継
者
ら
で
組

織
す
る
水
汲
み
祭
り
実
行
委
員
会
（
�
原
朋
将

会
長
）
主
催
の
、
水
汲
み
祭
り
が
10
月
18
日
、

追
分
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、

開
拓
当
時
に
先

人
が
苦
労
し
た

水
汲
み
を
、「
水
汲

み
マ
ラ
ソ
ン
」

と
し
て
小
学
生

ら
が
体
験
。
開

拓
当
時
の
生
活

水
源
だ
っ
た
出

入
の
湧
水
池
か
ら
、
追
分
住
民
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
間
は
お
よ
そ
３
km
。
子
ど
も
た
ち
は
バ
ケ
ツ

い
っ
ぱ
い
の
水
を
、
天
び
ん
棒
で
担
い
だ
り
、

抱
え
た
り
し
て
、
互
い
に
競
い
合
い
な
が
ら
運

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
追
分
住
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
大
河
原
小
学
校
の
児
童
が
開
拓
当
時
か

ら
現
在
ま
で
の
生
活
の
移
り
変
わ
り
を
紙
芝
居

で
発
表
し
た
ほ
か
、
○
×
ク
イ
ズ
や
も
ち
投
げ

が
行
わ
れ
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
作
り

ト
ン
汁
や
中
国
人
研
修
生
が
作
っ
た
肉
ま
ん
じ

ゅ
う
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

大使の抱負を語る堤さん

水
汲
み
祭
り
で
開
拓
当
時
に
思
い
を
は
せ
る

く

昔の紙しばいで発表する大河原の児童
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昭
和
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
（
中
川
祐
希

部
長
）
で
は
10
月
26
日
、
秋
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
部
構
成
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
部

員
18
人
が
全
14
曲
を
披
露
。
第
一
部
で
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
、
第
二
部
で
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
、

そ
し
て
第
三
部
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
エ
ン
ジ

ョ
イ
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
手
話
歌
や
今
年
話
題

と
な
っ
た
映
画
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
、

お
よ
そ
300
人
が
来
場
。
部
員
た
ち
の
奏
で
る

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

最
後
に
演
奏
さ
れ
た
「
Ｌ
Ａ
・
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ

（
ラ
・
バ
ン
バ
）」
は
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
飛
び
出

し
た
部
員
た
ち
と
会
場
と
が
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
が
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
上
が
る
な
ど

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

息の合った演奏で会場を魅了した昭和中ブラスバンド部

本物の和太鼓とその音に大はしゃぎの子どもたち

子
育
保
育
園
で
は
10
月
25
日
、
同
園
の
園
庭

で
和
太
鼓
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
親
子
で
本
物
の
和
太
鼓
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
」
と
、
同
園
の
保
護
者
会
（
金

井
真
一
会
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、
生

越
太
鼓
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
。

生
越
太
鼓
が
園
庭
で
「
上
州
」
や
「
空
っ
風
」

な
ど
全
５
曲
を
披
露
。

集
ま
っ
た
親
子
は
和
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
の
合
間
に
は
、
実
際
に
和
太
鼓

に
触
れ
、
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
演
奏
体
験

を
実
施
。

本
物
の
和
太
鼓
の
音
に
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
。
夢
中
で
太
鼓
を
た
た
い
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
は
、
生
越
太
鼓
代
表
の
林
雄
一
さ

ん
が
「
良
い
思
い
出
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
、
参
加
し
た
親
子
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
保
育
園
で
和
太
鼓
体
験

秋
の
夕
べ
に
見
事
な
演
奏
を
披
露

第
39
回
群
馬
県
交
通
指
導
員

大
会
が
10
月
31
日
、
伊
勢
崎
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
村
交
通

指
導
員
隊
長
の
熊
谷
誠
さ
ん

（
生
越
）
に
、
大
沢
正
明
群
馬

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
熊
谷
さ
ん
が
平
成

15
年
か
ら
交
通
指
導
員
と
し

て
、
村
の
交
通
安
全
や
事
故
防

止
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。こ

の
日
は
、
県
内
の
交
通
指

導
員
が
一
堂
に
集
ま
り
、
姿
勢

服
装
の
点
検
や
部
隊
行
進
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感謝状を手にする熊谷誠隊長

村
交
通
指
導
員

熊
谷
誠
隊
長
に
感
謝
状

生越太鼓が演奏を披露

上手にたたけるかな？

美声を披露する女の子？

手話うたを披露



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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い
ろ
ん
な
こ
と
を
二
人
で

乗
り
越
え
て
き
た
」
と
語
る

真
下
幸
雄
さ
ん
、
民
江
さ
ん

ご
夫
妻
。
早
く
に
ご
両
親
を

亡
く
さ
れ
た
幸
雄
さ
ん
は
一

家
を
支
え
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
働
き
ま
し
た
。
民
江

さ
ん
は
嫁
い
で
す
ぐ
に
、
幸

雄
さ
ん
の
い
と
こ
を
引
き
取

り
母
代
わ
り
と
し
て
面
倒
を

み
る
こ
と
に
。
そ
の
後
３
人

の
お
子
さ
ん
の
育
児
に
と
大

忙
し
。「
無
我
夢
中
だ
っ
た
。

み
ん
な
ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
て

く
れ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
」

と
考
え
て
い
た
矢
先
、
幸
雄

さ
ん
が
ケ
ガ
を
負
い
伊
勢
崎

の
病
院
に
入
院
。
民
江
さ
ん

は
１
日
に
三
度
、
朝
昼
晩
と

病
院
に
通
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
民
江
さ
ん
に
「
身

内
で
も
何
で
も
面
倒
見
が
良

い
。
ケ
ン
カ
し
ぃ
し
ぃ
き
た

け
ど
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
幸
雄
さ
ん
。
な
ん
で

も
ケ
ガ
を
し
て
以
来
、
ケ
ン

カ
が
減
っ
た
と
か
。

最
近
の
楽
し
み
は
お
孫
さ

ん
の
活
躍
。
沼
田
市
で
行
わ

れ
た
駅
伝
大
会
で
、
２
位
に

入
賞
し
た
お
孫
さ
ん
を
見
て

「
自
分
の
事
の
よ
う
に
嬉
し

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
念
願
の
旅
行
を
楽

し
ん
で
い
る
お
二
人
。
幸
雄

さ
ん
は
筋
ト
レ
体
操
、
民
江

さ
ん
は
舞
踊
で
体
力
作
り
を

し
て
い
ま
す
。「
家
族
が
元

気
だ
か
ら
こ
そ
安
心
し
て
出

か
け
ら
れ
る
。本
当
に
幸
せ
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

「
体
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
で
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
し
た
い
」
と

肩
を
寄
せ
合
う
お
二
人
。
こ

れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。 真

ま

下
しも

幸
ゆき

雄
お

さん (77歳)
民
たみ

江
え

さん (73歳)
・森下下

「
こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
で
」 （昭和33年４月16日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

「黒髪の乙女」にひそか
に想いを寄せる「先輩」
は、夜の先斗町に、神社
の古本市に、大学の学園
祭に、彼女の姿を追い求
めた。二人を待ち受ける
のは奇々怪々なる面々が
起こす珍事件の数々、そ
して運命の大転回だった！

エディプスの恋人 (文庫版)

筒井　康隆 (著)
新潮社

三国志　全九巻 (文庫版)

吉川　英治 (著)
講談社

時計じかけのオレンジ
完全版

アントニイ・バージェス (著)／乾　信一郎 (翻訳)
早川書房

リレキショ (文庫版)
中村　航 (著)
河出書房新社

夜は短し歩けよ乙女
森見 登美彦 (著)
角川書店
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ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
て
思
う
こ
と

も
う
す
ぐ
22
歳
で
す
。
身
長
１
５
５
セ
ン
チ
。
体
重
は
…
。
こ

ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。(

笑)

家
族
や
、
わ
た
し
を
支
え
て
く
だ
さ
る
ま
わ
り
の
皆
様
に
感
謝
で

す
。楽

し
み
、
学
び
、
悩
ん
で
病
ん
で
み
た
り
、
挑
戦
し
た
り
、
挫

折
し
た
り
、
傷
つ
き
、
癒
さ
れ
…
。
色
々
あ
っ
た
け
ど
す
べ
て
で

今
の
真
実
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
ヘ
コ
ん
で
マ
イ
ナ
ス
思
考
全
開
で
ど
ー
し
ょ
も
な
く
な

っ
て
ふ
と
友
達
に
電
話
し
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、「
最
近
の
失
敗
は
失
敗
じ
ゃ
な
く
て
経
験
な
ん
だ
、

だ
か
ら
学
ん
だ
の
だ
か
ら
次
は
大
丈
夫
!!
失
敗
な
ん
て
思
う
な
」

と
言
わ
れ
、
感
動
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

前
向
き
に
な
れ
た
し
、
こ
う
い
う
ク
サ
い
言
葉
も
か
け
て
く
れ

る
友
達
が
い
る
。

話
し
を
聞
い
て
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
も
い
る
し
、
そ
ん
な

音
楽
も
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
十
分
。
が
ん
ば
れ
る
ん
じ
ゃ
ん
�

だ
か
ら
私
も
恥
ず
か
し
く
な
る
く
ら
い
ク
サ
い
言
葉
を
、
笑
顔

で
明
る
く
大
切
な
人
た
ち
に
言
い
ま
く
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
真ま
な

実み

ら
し
く
、
真し

ん

実じ
つ

に
生
き
て
い
き
た
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
津つ

久く

井い

美み

佳か

さ
ん（
22
歳
・
松
ノ
木
平
第
二
）で
す
。

中学生からの同級生で、専門学校でも一緒でした。

さばさばしていて明るい子で、この前一緒に旅行に

行ってきました。

今年中にまた暖かい南の島に旅行に行こうね!!

木々が色づき秋も深まってきました
（大河原：11月９日撮影）

石
いし

井
い

真
まな

実
み

さん

(21歳・中宿)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

学
校
の
行
事
な
ど
を
紹
介
す

る
時
に
、
一
つ
の
学
校
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
学
校
を
少
し
で

も
い
い
か
ら
、
あ
っ
た
行
事
を

の
せ
て
く
だ
さ
い
。（

Ａ
・
Ｓ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
運
動
会
な
ど
、
大
き
な

行
事
は
、
な
る
べ
く
全
て
の
学

校
に
う
か
が
っ
て
取
材
を
と
心

が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
学
校
を
取
材

し
て
も
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上

で
一
つ
の
学
校
の
み
の
掲
載
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。全

て
の
学
校
を
順
番
に
紹
介

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

お
手
紙
の
通
り
、
全
て
の
学
校

の
行
事
を
比
べ
ら
れ
た
ら
、
他

の
学
校
の
様
子
が
分
か
っ
て
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

紙
面
に
余
裕
の
あ
る
と
き
な

ど
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
統
計
係

「
み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、

み
な
さ
ん
の
お
便
り
メ
ー
ル
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
応
募
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
!!

一
つ
の
学
校
だ
け
で
な
く

全
て
の
学
校
の
を
紹
介
し
て

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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チャリティーゴルフではつらつプレー

緊張のティーショット

チャリティーホールで寄附をする参加者

利根沼田県民局建設工事表彰式が10月14日、利根沼田県民局で開催
され、石坂建設㈱（諸田光二社長）が県民局長賞を受賞しました。
この表彰は、県の発注する500万円以上の土木建築工事が対象で、

今年は151件中９件が表彰され、石坂建設㈱では、「平成19年度地域防
災対策総合治山事業昭和村（後沢）」での工事が高く評価され、環境森
林部門での県民局長表彰となりました。
同社諸田社長は「価格優先の現在にあって、安全や品質、地域社会

への貢献の意識を最優先に仕事に取り組んでいます。今回、これらが
評価されて大変嬉しく思います。これからも、有事の際に頼れる地域
の会社を目指して、まい進していきたい」と話していました。

石坂建設㈱が優良工事で県民局長表彰

表彰状を手にする石坂建設㈱諸田光二社長

村ゴルフクラブ連合会（遠藤信藏会

長）では10月17日、第29回チャリテ

ィーゴルフ大会を、高山ゴルフ倶楽部

で開催しました。

この大会は、同連合会が毎年主催し

ているもので、会員から福祉のための

寄附を募っています。

大会には116人が参加し、秋晴れに

恵まれ、はつらつとプレー。

チャリティーホールでは、９万７，

０５０円の寄附が集まり、大会開催に

よる寄附金15万円と合わせて、村社

会福祉協議会へ寄附されます。

チャリティー舞踊会を開催

募った寄附は社会福祉協議会へ

ステージ上では艶やかな舞が披露された

村舞踊協会（竹之内みち江会長）で

は10月19日、第14回チャリティー舞

踊発表会を開催しました。

会場となった公民館多目的ホールに

は、村内外から200人を超える観客が

来場。ステージ上で繰り広げられる見

事な舞踊に、来場者は真剣に見入って

いました。

また、お昼には、来場者らから募っ

た浄財15万1,745円が、竹之内会長

から村社会福祉協議会萩原銀治会長へ

手渡されました。

第２回コンニャク杯
を開催

秋晴れのもと元気にプレーする参加者

村ゲートボール協会（小林仁作

会長）主催によるゲートボール大

会・第２回コンニャクカップが10

月27・28日の両日、村総合運動

公園多目的グラウンドで開催され

ました。

晴天に恵まれた大会には、関東

近郊から75チーム、500人を上回

る選手が参加。

村からは、糸井東部、糸井中央、

赤城原連合、赤城A・B、貝野瀬、

橡久保、森下A・Bの９チームが参

加し、日ごろの腕前やチームワー

クを競い合いました。
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さわやかな秋風になれ!
村内各小学校では10月23日から30日にかけ

て、マラソン大会が開催されました。

大河原小学校では10月23日に実施。雨天の

ため開催が危ぶまれましたが、直前に雨が上が

り、絶好のコンディションとなりました。

大会では１年生から６年生までの全児童が赤

城・谷川・武尊の３つの団に分かれて、それぞ

れ健脚を競い合いました。

元気良く駆け出す児童（大河原小）

おいもをいっぱい掘ったど～!

村内の各保育園では10月中、秋の恒例いも掘りを実施し

ました。

第二保育園では10月16日に実施。園庭の隅で大切に育て

られたサツマイモを、園児ら総出で、サツマイモのつるや

土と格闘しながら夢中で掘り取りを行いました。

取れたて新鮮なサツマイモは、そのままたき火にくべら

れ、美味しい焼きいもに。園児たちは、甘い焼きいもを

「おいしい!!」と、夢中でほおばっていました。

いっぱいおいもがとれたよ!!（第二保育園）

第一保育園の年長組34人が10月29日、滝寺りんご団地でりん

ご狩りを実施しました。

これは、同りんご団地の後藤政昭さん（滝寺）が「園児たち

に秋の味覚を楽しんでもらおう」と、自身のりんご園に招待し

たもの。

園児たちは、後藤さんにりんごのもぎ方を教わると、まっ赤

に実ったりんごを前に大喜び。お気に入りのりんごをもぎ取っ

た後には、取れたてのりんごが振る舞われ、子どもたちは美味

しい秋の味覚を楽しみました。まっ赤なりんごにくぎ付けの園児ともぎ方を説明する後藤さん

秋の味覚とれたてりんごを味わう
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母
子
会
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
20
年
11
月
30
日

（
日
）
午
前
９
時
〜

■
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
費
用

一
人
５
０
０
円

■
献
立

う
ど
ん
・
け
ん
ち
ん

汁
・
い
な
り
寿
司
な
ど

■
申
し
込
み

社
会
福
祉
協
議
会

1
２
０
―
１
１
２
６

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
児
童

相
談
所
や
村
保
健
福
祉
課
ま
で
連

絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
（
通
告
）
し
た
人
の
秘
密

は
法
律
で
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん

で
い
た
ら
児
童
相
談
所
や
村
保
健

福
祉
課
、
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
な
ど
の
相
談
を
受
け

ま
す
。

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日

12
月
８
日
（
月
）

■
開
設
時
間

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員

後
藤
金
松
さ
ん

（
大
河
原
）

村
内
で
活
躍
す
る
産
業
青
年

に
、
国
際
的
視
野
を
も
っ
た
社
会

人
と
し
て
の
能
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

村
内
在
住
で
、
次

に
該
当
す
る
人
　
①
年
齢
20
歳
以

上
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
女
性

■
募
集
人
数

５
人
程
度

■
実
施
期
日

平
成
21
年
２
月
下

旬■
参
加
費

費
用
の
２
分
の
１

※
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
諸
経
費
は
個

人
負
担

■
募
集
期
限

12
月
12
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
ま
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

社
会
福
祉
協
議
会

親
子
料
理
教
室
を開

催

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

利用してください　保育園の一時保育
第一保育園・子育保育園では、保護者が緊急・

一時的に家庭保育が困難な時や育児疲れ、生活上

必要な時にお子さんを保育園でお預かりする、一

時保育を行っています。

一時保育とは、家庭での保育が一時的に困難な

時に、乳幼児の保育を保育園で行うもの。

一時的に困難な時とは、病気・災害・事故・出

産・介護・冠婚葬祭などの緊急時や、保護者が育

児に伴う心理的・肉体的負担を解消するために、

リフレッシュしたい時などです。

■対象年齢

村内在住の６ヶ月～就学前の児童

■保育時間

①平日：午前８時30分～午後５時

総
務
課
　
内
線
14

12
月
８
日（
月
）に

行
政
相
談
所
を
開
設

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
57

村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
を
募
集

産
業
課
　
内
線
33

②土曜：午前８時30分～12時30分

※年末年始、日曜・祝日等はお休み

■利用料金

①６ヶ月～２歳：日額２,０００円

②３歳以上：日額１,５００円

■問い合わせ

第一保育園

1２２－２３３１

子育保育園

1２４－６０２３

オレンジリボン
キャンペーン

R
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■もんだい
昭和村は今年の11月１日で、合併○
○周年を迎えました。10月５日には昭
和の秋まつり、11月１日には記念式典、
11月２日には群馬交響楽団による記念
コンサートがそれぞれ開催され、村の
合併○○周年を祝いました。
さて問題です。○○に入る数字はな
んでしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝12月１日(月)。s発表＝「広報しょう
わ」12月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u10月号のクイズの答えは、「橡久保」でし
た。応募総数は１通。当選者は次のとおりで
す(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

朝
顔
や
伸
び
て
一
位
の
枝
に
咲
く

新
木
　
武
治

職
退
い
て
朝
顔
に
癒
さ
る
朝
の
刻

金
井
　
粂
子

朝
顔
や
こ
の
家
の
垣
根
花
で
埋
め

小
林
　
仁
作

平
仮
名
の
励
ま
す
便
り
敬
老
日

藤
井
　
三
代
子

新
涼
や
目
覚
め
て
眩
し
山
の
宿

須
藤
　
澄
子

赤
ト
ン
ボ
群
れ
ゐ
て
己
が
向
き
を

待
ち
　
　
　
　
　
　
　
林
　
マ
チ

無
住
寺
の
淋
し
さ
打
ち
消
す
百さ

る

日す

紅べ
り

横
坂
　
庄
三

新
涼
や
生
気
戻
せ
る
八
十
路
か
な

梅
沢
　
ま
つ

群
れ
咲
く
は
群
れ
咲
く
も
良
し
草

む
ら
に
一
輪
凛
凜
し
紫
露
草

今
井
　
恭
三
郎

雨
上
り
の
荒
れ
田
に
思
は
ぬ
苦
戦

す
る
休
み
な
り
し
に
稲
刈
り
の
夫

林
　
千
恵
美

里
の
墓
参
に
昔
隣
り
し
人
と
逢
ひ

た
れ
ば
合
併
の
村
の
話
は
つ
き
ず

堤
　
あ
さ
江

仲
間
皆
老
づ
き
た
れ
ば
歩
幅
狭
く

信
号
一
つ
待
ち
て
渡
れ
り

角
田
　
静
恵

足あ
し

半な
か

で
鍬
を
担
ぎ
て
ゆ
き
し
路
舗

装
と
な
り
て
車
行
き
交
ふ

小
林
　
文
吉

沿
道
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
盛
り
あ

が
り
数
多
に
咲
き
ぬ
燃
え
る
如
く

に
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
マ
ス

風
邪
熱
に
頭
痛
こ
ら
え
て
菜
を
洗

う
明
日
治
る
か
と
鼻
赤
く
し
て

唐
木
　
智
恵
子

風
が
枝
を
渡
る
音
さ
え
泣
く
と
聞

こ
ゆ
事
仕
損
じ
し
今
宵
の
吾
は

須
藤
　
澄
子

パ
リ
コ
レ
を
こ
ゝ
に
ぞ
ほ
し
い
秋

稲
田
　
　
　
　
　
　
　
　
北
ろ
く

★中　嶋　彩　華 （６歳） 根 岸

応募規定

守
る
〝
応
援
者
〞
と
な
っ
て
い
た

だ
く
人
の
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
、
自
分
や
家
族
、
近
所
の

人
の
た
め
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
実
施
日

①
11
月
26
日
（
水
）

赤
城
原
区
民
館
、
②
12
月
19
日

（
金
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

■
時
間

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
〜

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
力

が
低
下
し
た
り
、
意
欲
が
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
認
知
症
の

症
状
が
出
て
い
な
い
か
、
次
の

項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

①
日
に
ち
を
覚
え
ら
れ
な
い

②
前
日
に
食
べ
た
物
を
思
い

出
せ
な
い

③
と
っ
さ
に
単
語
や
言
葉
が

出
て
こ
な
い

④
質
問
さ
れ
た
こ
と
の
意
味

が
理
解
で
き
な
く
家
族
に
頼

る⑤
聞
い
た
話
を
繰
り
返
し
話

す
こ
と
が
で
き
な
い

⑥
同
じ
事
を
何
回
も
話
し
た

り
、
繰
り
返
し
て
し
ま
う

⑦
置
き
忘
れ
、
し
ま
い
忘
れ

が
多
い

⑧
身
な
り
に
無
頓
着
に
な
っ

た⑨
水
道
や
ガ
ス
栓
の
閉
め
忘

れ
、
後
片
付
け
が
き
ち
ん
と

で
き
な
い

⑩
薬
の
飲
み
忘
れ
が
多
く
な

っ
た

⑪
興
味
・
意
欲
が
落
ち
た

⑫
以
前
よ
り
怒
り
っ
ぽ
く
、

疑
い
深
く
な
っ
た

⑬
物
が
見
つ
か
ら
な
い
時

「
盗
ま
れ
た
」
と
思
う

い
く
つ
か
当
て
は
ま
っ
た
人

は
、
認
知
症
の
前
兆
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
す
る
か
、
役
場

の
「
物
忘
れ
検
診
」
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
③

認
知
症
を
早
期
発
見
し
よ
う

地
域
地
域

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
ょ
う
わ
10
月
号
７
ペ
ー
ジ
掲

載「
20
年
度
体
育
協
会
功
労
表
彰
者
を
紹

介
」
の
中
で
、「
飯
塚
翔
太
」「
林
翔
大
」

（
敬
称
略
）
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は「
飯
塚
翔
大
」「
林
翔
太
」
の
誤
り
で
し

た
。
ま
た
、
17
ペ
ー
ジ
掲
載
「
ク
イ
ズ

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
の
当
選
者
が
「
安

部
俊
輔
」（
敬
称
略
）
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
阿
部
俊
輔
」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。



で
す
。

候
補
者
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
か
け
、
普
通
郵
便
で

通
知
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
裁
判
所
か
ら
電
話
で
照
会
、
金

銭
等
の
授
受
に
関
す
る
連
絡
は
行

い
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
や
郵
便

が
届
い
た
場
合
は
裁
判
所
に
ご
確

認
を
。

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
裁
判

所
　
1
０
２
７
―
２
３
１
―
４
２

７
５弁

護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容

借
金
、
交
通
事
故
、

相
続
、
離
婚
、
悪
質
商
法
、
不
動

産
ト
ラ
ブ
ル
、
債
権
回
収
、
そ
の

他
法
律
問
題

▼
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

(
土
日
祝
日
除
く)

▼
専
用
電
話

０
２
７
―
２
３
３

―
９
３
３
３

▼
募
集
学
科

①
農
業
経
営
学
科

４
コ
ー
ス
（
野
菜
、
花
き
・
果
樹
、

2 0

11
月
４
日
か
ら
、
国
税
に
関
す

る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
税
務
署

の
代
表
電
話
が
自
動
音
声
案
内
に

変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
24
日
を
も
っ
て
、

県
内
の
税
務
相
談
室
は
す
べ
て
閉

鎖
し
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
犯
罪
行

為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被

害
者
や
身
体
に
重
大
な
負
傷
ま
た

は
疾
病
を
受
け
た
被
害
者
、
傷
害

が
残
っ
た
被
害
者
に
対
し
て
、
国

が
支
給
す
る
制
度
で
す
。

▼
給
付
内
容

遺
族
給
付
金
・
重

傷
病
給
付
金
・
障
害
給
付
金

▼
問
い
合
わ
せ

県
警
察
本
部
広

報
広
聴
課
被
害
者
支
援
室

1
０

２
７
―
２
４
３
―
０
１
１
０

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
、
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
、

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

11
月
17
日(

月
）

〜
23
日(

日)

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
　
※
11
月
22
日
・
23
日

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

▼
専
用
電
話

０
５
７
０
―
０
７

０
―
８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課

1
０
２
７
―
２

２
１
―
４
４
２
６

裁
判
員
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪

の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
る
制
度

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
沼
田
税
務
署

犯
罪
被
害
給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
群
馬
県
警
察
本
部

おまわりさんからのお知らせ

安全運転を心がけましょう！

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設

◆
前
橋
地
方
法
務
局

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

◆
前
橋
地
方
裁
判
所

弁
護
士
に
よ
る無

料
電
話
相
談

◆
群
馬
弁
護
士
会

▼
募
　
集

平
成
21
年
４
月
入
学
の

農
林
大
学
生
を
募
集

◆
県
立
農
林
大
学
校

10月末現在、沼田警察署管内では、交通死亡事故

が10件（※昨年は５件）発生しているほか、国道

17号・120号などでは、わき見運転や速度超過によ

る事故が発生しています。

本格的な紅葉シーズンを迎え、交通量の増加にと

もなって、交通事故の多発が懸念されます。

交通事故に遭わない、また起こさないためにも、

時間と気持ちにゆとりを持ち、次のことを心がけて、

安全運転に心がけましょう。

「早めの　スリーライト作戦」

１ライト　早めの方向指示器合図点灯

２ライト　早めのストップランプ合図信号

３ライト　早めのライト点灯による合図

「車間時間　２秒間　運動」

追突事故の最大の要因は、車間距離不足です。

走行中、前を走っている車と２秒以上の車間時間

をとり、ゆとりを持って走りましょう。



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：12月８日（月）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：
11月28日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：12月
５日（金）、午後１時30分～（事
前に電話予約を）、◆会場：沼田
保健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

国民健康保険税６期、保育料
11月分、下水道使用料４期、学
校給食費11月分は、12月１日
（月）が納期です。完納にご協力
ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

2 1

わが村の人口

人　口　7,804人　(＋６)
男　　3,863人　(－１)
女　　3,941人　(＋７)

世帯数　2,280世帯(＋５)
※（ ）内は前月比

11月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

酪
農
肉
牛
、
社
会
人
）、

②
農

林
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
　
２
コ
ー
ス

（
農
業
、
森
林
・
環
境
）

▼
試
験
日

12
月
13
日(

土)
▼
試
験
会
場

農
林
大
学
校

▼
受
付
期
間

11
月
19
日(

水)

〜

12
月
２
日(

火
）
※
消
印
有
効

▼
問
い
合
わ
せ

県
立
農
林
大
学

校
　
1
０
２
７
―
３
７
１
―
３
２

４
４放

送
大
学
は
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
働
き
な
が
ら
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
申
込
期
限

平
成
21
年
２
月
28

日▼
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
　
1
０
２
７
―
２

３
０
―
１
０
８
５

10
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

三
ツ
谷
　
松ま

つ

井い

虹こ
う

介す
け

く
ん

さ
ん
の
子
10
月
２
日
生

大
河
原
　
後ご

藤と
う

英え
い

太た

く
ん

さ
ん
の
子
10
月
５
日
生

森
下
中
　
植う

え

田た

美み

柚ゆ
う

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
10
月
15
日
生

森
下
中
　
吉よ

し

野の

ラ
ム
ル
ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
10
月
18
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

太
　
郎

亮
　
子

信
　
行

正
　
子

保
真
理
子

隆
　
昌

実
　
佳

入
原
上
　
青
木
　
伸
一
さ
ん

41
歳
　
10
月
５
日
没

中
野
下
　
関
上
　
カ
メ
さ
ん

94
歳
　
10
月
12
日
没

藤
　
井
　
樺
澤
　
り
ん
さ
ん

78
歳
　
10
月
20
日
没

国
民
年
金
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。
身
近
で
大
切
な

国
民
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
負

担
す
る
保
険
料
が
高
齢
者
の
収
入

（
年
金
給
付
）
を
支
え
る
「
世
代

間
扶
養
」
の
し
く
み
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日

本
の
経
済
社
会
が
存
続
す
る
限

り
、
国
民
年
金
は
決
し
て
つ
ぶ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
め
た
保
険
料
を
上
回
る

年
金
を
保
障

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の

３
分
の
１
が
国
の
負
担
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。（
国
の
負
担
は
平
成

21
年
度
ま
で
に
２
分
の
１
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
）

安
心
の
終
身
保
障

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
測
の
事
態
の
備
え
に
も

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
を
守
り
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料

の
納
付
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１

６
０
７
ま
で
。

11
月
は

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

平
成
21
年
度
４
月
入
学
の

放
送
大
学
生
を
募
集

◆
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー




